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府中のごみ
バックナンバー

令和6年（2024年）1月25日
生活環境部資源循環推進課

令和6年（2024年）31 1

音声コード専用読取
装置で、コードの文
字情報を音声で聞く
ことができます。 ↓

　これまで市では珪藻土を用いた商品につきましては、専門の処理業者を紹介させてい
ただいておりました。令和２年１１月に環境省から、珪藻土を含む一部商品から石綿（ア
スベスト）が検出されたという報告があった後は、メーカーによる回収や引き続き専門業
者の紹介をさせていただいておりました。しかし、専門業者による回収が困難となって
いることから、令和６年１月４日から、市による珪藻土を含む製品の収集を開始しました。
　また、石綿（アスベスト）含有の可能性があることが判明している珪藻土製品について
は、メーカーや販売者で回収しているため、各製品のお問合せ窓口をご確認のうえ、回
収依頼を行ってください。
　厚生労働省の発表によりますと、通常の使い方で使用している限りは石綿（アスベス
ト）が飛散するおそれはなく、健康上の問題を生じさせることはないものの、削ったり
割ったりした場合など破損したときには飛散するおそれがあるとのことです。既に破損
している場合は、収集までの間ビニール等に入れ、テープ等でしっかりと封をして保管し
てください。

珪藻土を使った製品を収集できるようになりました

分  別

注  意

有害ごみ（最大辺が40cm以上のものは粗大ごみ）。

破損している珪藻土製品は、透明または半透明のビニール袋を二重にして、
テープ等で封をして出すようにしてください。粗大ごみとしてお出しいた
だく場合には、粗大ごみシールが見えるように袋部分にシールを貼って
お出しください。

珪藻土マット（製品の一例）

見積もり無料

㈲古川新興 TEL 042-365-2231
FAX042-369-7621

粗大品等で、お困りの方は

地元府中と共に未来へ

リサちゃんがごみに関する耳よりな情報を
色々つぶやいています！

リサちゃん      (旧ツイッター)更新中!

【アカウント】リサちゃん＠府中市
【ユーザー名】＠fuchu_gomi_risa

現在利用できる主なごみの機能は
「ごみの分別検索機能」「地域ご
とのごみ・資源物出し方カレン
ダー」「収集品目の通知設定」があ
り、ごみを出すにあたって便利な機
能が備わっています。
ぜひご活用ください！

40㎝

長いほうが40㎝以上なら
粗大ゴミだよ

ごみの情報をもっとお手軽に！
府中市公式LINE
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不用品の処分についてお困りの方は、お気軽にご相談下さい♪
お見積り無料

〒183-0033 東京都府中市分梅町1丁目32番地1
Tel：042-361-6317 Fax：042-369-6301
http://www.fuchu-eiseisha.co.jp/

　府中衛生社有限
会社

令和4年度の府中市ごみ・資源物の処理経費

令和4年度のごみ・資源物の処理に関する収入・支出
　令和４年度家庭廃棄物処理手数料収入は約5億1,732万円で、その使途はごみの収集・処理経費に充当します。充当された
事業及び充当金額は次のとおりです。

　また、一般財源から2,500万円（家庭廃棄物処理手数料の約5%相当分）を生活・環境基金に積み立てて、地球温暖化など
環境問題への取組みを行うための事業として活用しています。

各品目別の処理経費は次のとおりです。
（品目ごとの経費はそれぞれの工程における処理経費総額を収集時の重量で按分して算出しています。）

品　　目 収集量 収集経費 中間処理経費 焼却経費 最終処分経費 合計 1キロあたりの経費 市民1人あたり/年
燃やすごみ 28,997㌧ 9億6,209万円 ─ 4億1,305万円 3億1,877万円 16億9,391万円 58円 6,502円
燃やさいないごみ 3,068㌧ 1億0,179万円  1億2,028万円  5,022万円 3,373万円 3億0,602万円 100円 1,175円
容器包装プラスチック 3,926㌧ 1億3,026万円  1億5,068万円 5,592万円 4,316万円 3億8,002万円 97円 1,459円
粗大ごみ 1,985㌧ 1億5,456万円 7,437万円 2,828万円 2,182万円  2億7,902万円 141円 1,071円
有害ごみ 77㌧  255万円    308万円 ─ 966万円 1,530万円 199円 59円
危険ごみ 83㌧   275万円  264万円 ─    142万円 682万円 82円 26円
びん 1,923㌧ 6,380万円  7,181万円 ─ ─  1億3,562万円 71円 521円
かん 657㌧ 2,180万円  2,203万円 ─ ─ 4,383万円 67円 168円
ペットボトル（行政回収分） 935㌧ 3,102万円  2,673万円 ─ ─ 5,775万円 62円 222円
ペットボトル（店頭回収分） 127㌧ ─ 769万円 ─ ─ 769万円 61円 30円
古布 1,088㌧ 3,610万円 ─ ─ ─ 3,610万円 33円 139円
雑誌・雑がみ・新聞 3,842㌧ 1億2,747万円 ─ ─ ─ 1億2,747万円 33円 489円
段ボール 2,227㌧ 7,389万円 ─ ─ ─ 7,389万円 33円 284円
紙パック 62㌧ 206万円 ─ ─ ─ 205万円 33円 8円
廃食用油 4㌧ 35万円 ─ ─ ─ 35万円 87円 1円
はがき 1㌧ 0円 ─ ─ ─ 0円 0円 0円
剪定枝 29㌧ 226万円 220万円 ─ 96万円 542万円 187円 21円

合　　計 49,033㌧ 17億1,276万円 4億8,152万円 5億4,747万円 4億2,953万円 31億7,129万円 65円 12,172円

※1　収集経費は、各家庭からのごみの収集・運搬にかかる委託料です。
※2　中間処理経費は、リサイクルプラザの運営費などです。
※3　焼却経費は、主に燃やすごみの焼却を行っている多摩川衛生組合等の負担金です。
※4　最終処分経費は、主にエコセメント化を行っている日の出町の東京たま広域資源循環組合への負担金です。
※5　新聞、雑誌・雑がみ、段ボール、紙パック、古布、廃食用油は収集後、リサイクル業者へ資源物として売却しているため、処理費用はかかっていません。

1 2 3 4廃棄物委託料 有料ごみ収集管理費
有料指定袋や粗大ごみシールの作製、販売協力店への委託料など

多摩川衛生組合への負担金 リサイクルプラザ管理運営費

約1億745 約1億745 約1億745万円 約1億9,496万円 万円 万円

塵芥処理費の主な内訳
廃棄物収集運搬委託費 17億1,252万円 多摩川衛生組合負担金 5億4,095万円
リサイクルプラザ管理運営費 4億4,710万円 東京たま広域資源循環組合負担金 4億1,748万円

使用料及び手数料の主な内訳
家庭廃棄物処理手数料（家庭用ごみ袋） 5億1,732万円
粗大ごみ処理手数料 1億1,295万円

収 入
使用料及び手数料──────
10億4,224万5,850円

諸収入────────────
4,963万2,861円

財産収入───────────
8,360万4,495

国庫支出金──────────
1,706万5,000

円

円

塵芥処理費──────────────────
34億8,978万8,211円

清掃総務費（人件費など）───────────
2億7,284万271円

リサイクル推進費──────────────
1億4,414万6,262円

し尿処理費─────────────────
2,287万6,183円

リサイクルプラザ建設費───────────
4,103万8,032円

支 出

※人口は令和４年10月1日現在（260,540人）で算出。
　各数値の端数を四捨五入していますので、合計に
　ずれが生じる場合がございます。
　 

合計11億
9,254万8,206円

合計39億
7,068万9,409円

　令和４年度に府中市で各家庭から排出されたごみ・資源物（49,033㌧）の収集、中間処理、焼却、最終処分（エコセメント
化）にかかった直接的な経費はおよそ31億7,129万円です。（事業系ごみを除く）
　これは市民一人が１年間に排出するごみ・資源物の処理を行う経費として1万2,172円かかっているということになります。
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小型充電式電池の例 パッカー車発火の例

日の出町の皆さまに
感謝申しあげます。

小型充電式電池の出し方を今一度確認してください。小型充電式電池

これらのマークがついている
電池は危険ごみだよ！

　現在多くの小型家電には、電源として小型充電式電池が採用されています。また、乾電池型の充電式電池も一般に
普及し始めています。
　しかしこれらの製品はごみとしての出し方を間違えると、収集車両やごみ処理施設の火災につながり大変危険です。
　充電式電池と小型家電では分別の種類が異なっておりますので、充電式電池を小型家電から取り外していただき、
小型家電は燃やさないごみ（大きさ３０cm以上は粗大ごみ）、充電式電池は危険ごみでの排出をお願いいたします。
　また、充電式電池を取り外すことのできない小型家電は、その小型家電ごとを危険ごみとして排出していただきます
ようお願いいたします。

　府中市から出された燃やすごみは、クリーンセンター多摩川で焼却
された後、残った焼却灰は日の出町に運ばれ、二ツ塚処分場内のエコ
セメント化施設でエコセメントの原料に生まれ変わっています。日の出
町の皆さまに最終処分場を受け入れていただいているので、多摩地域
の生活は成り立っています。

ニッケル水素電池 ニカド電池リチウムイオン電池

　三多摩地域の自治体がお互いに
協力し助けあう「三多摩は一つな
り」の精神に基づき、廃棄物を排
出する側と処分場を受け入れる側
との相互理解を深めるために、交
流事業を行っています。
　今年度は市内の小学生と日の出
町の小学生が、日の出町にある谷
戸沢サッカー場でサッカー交流戦
を行い、さかな園でニジマスつか
み取り体験をした後、二ツ塚処分
場を見学しました。

三多摩は一つなり
交流事業を行いました

日の出町の皆さまありがとうございます。

東京都では充電式電池による
火災防止の取組を動画で紹介
しています。

「ごみの収集運搬・選別作業現場に
おける火災防止の取組（東京都環境局）」

https://youtu.be/MLsR6h1-dtg

こちらのURLまたは
二次元コードから
ご覧ください。






